

































































































































1655年 油彩 137.4×167.3cm ナショナル・ギャラリー（ロンドン）
図版3 ピーテル・デ・ホーホ TheCourtyardofaHouseinDelft
1658年 油彩 73.5×60cm ナショナル・ギャラリー（ロンドン）
し，ハンフリー・ウォード夫人が訳してマクミランズ社より出版した『内的日記』2巻本の書評
をガーディアン紙に掲載した。そのなかで，ペイターは風景画に関して次のようにいう。
・Everylandscape,・hewrites,・is,asitwere,astateofthesoul・:andagain,・Atbottom
thereisbutonesubjectofstudy;theformsandmetamorphosesofmind:alother
subjectsmaybereducedtothat;alotherstudiesbringusbacktothisstudy.・And,
intruth,ifhewasoccupiedwiththeaspectsofnaturetosuchanexcelentliterary
result,stil,itwaswithnatureonlyasaphenomenonofthemoralorder.Hisinterest,
afteral,is,consistently,thatofthemoralist（innonarrowsense）whodeals,from
predilection,withthesortofliteraryworkwhichstirsmen－stirstheirintelect－
throughfeeling;andwiththatliterature,especialy,aslookedatthroughthemeansby
whichitbecamecapableofthuscommandingmen.（EG 28,下線筆者）
「あらゆる風景は」と彼は書いている。「いわば一つの魂の状態である。」そしてまた，「根
本的には，研究の主題はたった一つしか存在しない。精神の形態と変形だ。ほかのあらゆる
主題はそこに還元することができようし，ほかのあらゆる研究は，われわれをこの研究へと
立ち戻らせる。」そして実際，彼が自然の諸相に心とらえられ，目覚ましい文学上の成果を
あげたとしても，それはあくまで，精神的秩序の一現象としての自然に対してであった。つ
まるところ彼の関心は，終始一貫，感情を通して人間を揺さぶる 人間の知性を揺さぶ
る ような種類の文学作品を偏愛的に取り上げる（広い意味での）モラリストの関心なの
だ。
ペイターは風景というものを心象風景としてとらえ，そこにおける主体性を確立させようとす
る。ヒリス・ミラーはsubjectivityについて，次のように指摘している。
主体性，自己というものが，始まりであり，終わりのように思えるし，そのことは，ペイ
ターの著作のすべてにわたって一貫した原理となっているように思われる（8）。
Ⅳ
「セバスティアン」は30段落からなり，驚くことに全体量の47％がオランダの画家たちの言
及なのだ。そこで取り上げられている画家は総勢26名，いずれも17世紀オランダで活躍したオ
ランダ，バロック期を代表する画家たちなのであって，何らかのかたちで言及されているのは，
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そのうち，20名である。このバロック期の画家たちは，それまでの歴史画や肖像画に加えて，
日常生活に目を向けた風俗画（genre），静物画（stillife）といった新しいジャンルを生み出し，
それぞれが専門性を高めていったのである（図版3）。それは，当時のオランダがスペイン・ハ
プスブルク家との戦いに一応の終止符を打ち，文化的，経済的にも繁栄の道を歩んできたことと
軌を一にする。アムステルダムを基点とする貿易が盛んになり，中間富裕層の増大が装飾用とし
ての絵画の必要性をもたらした。ストルク家の壁に多数の絵画がかけられていても，そのこと自
体は何ら不思議なことではなかった。
Theartistswere,intruth,animportantbodyjustthen,asanaturalconsequenceof
thenation・shard-wonprosperity;helpingittoafulconsciousnessofthegenialyet
delicatehomelinessitloved,forwhichithadfoughtsobravely,andwasreadyatany
momenttofightanew,againstmanorthesea.（IP 84）
事実，画家たちは当時，その国民が辛苦の末にかちとった繁栄の当然の結果として，重要
な団体になっていた。彼らは，国民がこよなく愛し，それを守るためには過去にあれほど勇
敢に戦い，また，人間に対しても海に対しても，いつなんどきでも再び戦うことを辞さない，
温和でしかも微妙な家庭的雰囲気を，心ゆくまで味わうことを助けていたのである。
「ちょうどその頃，オランダは，スペインとの長い闘争をへて，次の同種の紛争が始まるまで
の，完全な幸福の短い期間，勝利の上に安らっていた」のである。その画家たちの活躍したオラ
ンダの町はアムステルダム，ユトレヒト，レイデン，そしてハールレムであった。ペイターはそ
の画家たちの専門性と絡める形で，オランダの歴史について，テルボルヒ，ペーター・デ・カイ
サーなどを登場させ，同時にセバスティアンの家である市長宅ストルク家の描写についてもヤン・
ファン・デル・ヘイデの力を借り，その家での宴には多数の画家たちを招いていた。ペイターが
この17世紀オランダを選んだのは，彼の祖先がオランダ出身であったかもしれないということ
にもつながっているからかもしれない。新しく登場したジャンルであるgenrepainting（風俗
画）について，ペイターは説いている。
Thoseinnumerablegenrepieces－conversation,music,play－wereintruththe
equivalentofnovel-readingforthatday;itsownactuallife,initsownpropercircum-
stances,reflectedinvariousdegreesofidealisation,withnodiminutionofthesenseof
reality（thatistosay）butwithmoreandmorepurgedandperfecteddelightfulnessof
interest.（IP 87）
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こうした無数の話し合い，音楽や演劇を表した風俗画（genre）の数々は，事実，当時は
小説を読むのと同じことであった。固有な環境のなかの彼ら自身の現実生活が，さまざまな
段階の理想化を施され，（つまり）現実感を損なうことなく，ますます純化され完成された
喜ばしい狂気をもって反映されていたからだ。
この風俗画（genre）については，ペイターはすでに『ルネサンス』のなかでも言及していて，
その創始者として，ジョルジョーネをあげている。
Heistheinventorofgenre,ofthoseeasilymovablepictureswhichserveneitherfor
usesofdevotion,norofalegoricalorhistoricteaching－littlegroupsofrealmenand
women,amidcongruousfurnitureorlandscape－morselsofactuallife,conversationor
musicorplay,refineduponoridealised,tiltheycometoseem likeglimpsesoflife
fromafar.（R 141）
彼は風俗画の創始者である。これは祈祷式のためとか，寓意や歴史による教化の目的のた
めに役立つ絵ではなく，題材は会話や音楽や遊戯といった実生活の断片だが，洗練され理想
化されて扱われているので，まるで遠くからちらっと眺めた生活のように見える，心地よい
家具とか風景に囲まれた少数の，現実の男女たちを描いた容易に持ち運びできる絵のことを
いうのである。
ジョルジョーネ派の画家たちについての次のようなくだりは，風俗画家の備えるべき共通要素と
してオランダの画家たちにもいえるのではないだろうか。
Nowitispartoftheidealityofthehighestsortofdramaticpoetry,thatitpresents
uswithakindofprofoundlysignificantandanimatedinstants,ameregesture,alook,
asmile,perhaps－somebriefandwholyconcretemoment－intowhich,however,al
themotives,altheinterestsandeffectsofalonghistory,havecondensedthemselves,
andwhichseemtoabsorbpastandfutureinanintenseconsciousnessofthepresent.
（R 150）
さて，最高の劇詩の理想の一部とは，単なるしぐさ，表情，ほほえみといった深い意味を
持った活力あふれる瞬間，それはおそらく短くまったく具体的なであるかもしれないが，そ
のなかに長い歴史のあらゆる動機，あらゆる興味と効果が詰め込まれ，現在の強烈な意識に
過去と未来を吸収しているように見えるのである。
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ジョルジョーネ派の画家たちをオランダの画家たちに置き換え，南国ヴェネツィアの情景をオ
ランダの諸都市の情景に当てはめてみれば，同じ内容が語られていることに気づくのである。17
世紀オランダ絵画は，「セバスティアン」たちに登場する画家たちの活躍したアムステルダム，
ハールレム，デルフト，レイデン，ハーグといった各都市にその成立根拠を有していた。80年
におよぶ長いスペインとの戦いを経て，オランダ人たちは，独立を勝ちとり，豊かな生活を取り
戻しつつあった。
TheDutchhadjustbeguntoseewhatapicturetheircountrywas－itscanals,and
boompjis,andendless,broadly-lightedmeadows,andthousandsofmilesofquaint
water-side.（IP 87）
オランダ人たちは，自分の国 運河や灌木や，あまねく日を浴びた果てしない牧場や，
何千マイルにもわたる風趣に富んだ水辺 が，どれほど絵になる風景であるかを，ようや
く認識しはじめていた。
詩においても絵画においても，芸術としての価値が認められるのは，ペイターによれば，その
作品がどれだけ，過去と未来が現在に投影され，最高の瞬間を切り取っているかにかかっている。
それゆえ，dramaticpoetryの最高の芸術家のひとりにロバート・ブラウニングを選んだのは当
然である。ペイターは86年に「セバスティアン」を発表したが，翌87年11月にアーサー・シ
モンズが著した『ブラウニング研究入門』（AnIntroductiontotheStudyofBrowning）の書評
をガーディアン紙に発表した。ブラウニングを特徴づけるのは，・dramaticmonologue・（劇的
独白）であり，イタリア・ルネサンスの世界からその題材の多くがとられている。ブラウニング
の書く詩の内容について，ペイターは次のようにいう。
Itisalwaystheparticularsoul,andtheparticularactorepisode,astheflowerofthe
particularsoul－theactorepisodebywhichitsqualitycomestothetest－inwhichhe
interestsus.Withhimitisalways・adramaoftheinterior,atragedyorcomedyofthe
soul,toseetherebyhoweachsoulbecomesconsciousofitself.・（EG 44,下線筆者）
いつもきまって，そうした個別の魂，個別の魂の精華としての個別の行為や挿話 それ
によって魂の本質が試されるような行為や挿話 こそがわれわれに興味を抱かせるのであ
る。この詩人にとって大切なのはいつも，「個々の魂がいかに自己を意識するのか確かめる
ことを可能にするような，内面の劇，魂の悲劇あるいは喜劇なのである」。
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ペイターは，シモンズがブラウニングの詩の技巧について，次のように下す評価に共鳴し，賛辞
を惜しまないのである。
・Theseextraordinarylittlepoems......revealnotonlyanimaginationofintensefire
andheat,butanalmostfinishedart－apowerofconceivingsubtlementalcomplexi-
tieswithclearnessandofexpressingtheminapicturesqueformandinperfectlyric
language.Eachpoemrendersasinglemood,andrendersitcompletely.・（EG 45,下
線筆者）
これらの並はずれた小品は……激しい火と熱気を帯びた想像力ばかりでなく，ほとんど完
成の域に達した技巧 精神の錯綜した微妙な綾を明瞭に理解し，それを絵画さながらの形
象と完全な抒情的な言語によって表現する能力 をも顕に示している。それぞれの詩が一
つのある雰囲気を表現しており，しかもそれを完全に表現しきっているのである。
このようなブラウニングの詩作への姿勢はペイターに対してもいえることであり，ペイターの精
妙な語彙選択は，そのことを物語っている。
Ⅴ
最初のストルク邸での宴で姿を現したファン・ウェストレーネ嬢が第15段落で再度姿を現し，
セバスティアンに取り入ろうとするが，セバスティアンは愛の絶対性を信じており，そのような
娘の態度をvulgarなものとしてしりぞけた。それは，スピノザの学説の実践であった。
He,wholovesGod,cannotendeavourthatGodshouldlovehiminreturn.
（Ethics,PartV,PropositionXIX）
神を愛する人は，神が自分に愛しかえすようにつとめることができない。
（『エティカ』，第5部 定理19）
セバスティアンはそれを機にどこへともなく姿をけし，その女性へあてた断りの手紙が含まれた
草稿が見つかる。そこにはセバスティアンという不思議な存在を解くカギがあった。
......makingthe・Infinite・hisbeginningandhisend,Sebastianhadcometothinkal
definiteformsofbeing,thewarmpressureoflife,thecryofnatureitself,nomorethan
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atroublesomeirritationofthesurfaceoftheoneabsolutemind,apassingvexatious
thoughtoruneasydream there,atitsheightofpetulantimportunityintheeager,
humancreature.（IP 103）
「無限なるもの」を彼のはじまりとし終わりとしながら，セバスティアンが，すべての有
限の存在の形姿，すなわち生活の温かい圧力や本性自体の叫びを，ひとりの絶対的精神の表
面をかき乱す厄介ないらだちにすぎぬもの，つまり，熱心な人間においてうるさい執拗さの
頂点に達する，一過性の苛立たしい考え，または不安な夢であると考えるに至った。
オランダの芸術も現実もおよそ有限なものは，一つの絶対的な精神（oneabsolutemind）の所
産にすぎないという。それはスピノザ哲学の解説ともいえるのではないか。セバスティアンの到
達した思考は，スピノザの神に関する学説に依拠していたのである。つまり，世界は自己のなか
に内在する精神に存在することであり，自己と宇宙が共存している事実には，同質的な統一が存
在するということであった。
Topurereasonthingsdiscoveredthemselvesasbeing,intheiressence,thoughts:
－althings,eventhemostoppositethings,meretransmutationsofasinglepower,the
powerofthought.Alwasbutconsciousmind.（IP 105）
純粋理性にとって，事物はその本質において思考であることは自明である。なぜなら，す
べてのものは，もっとも相反するものでさえも，ただ一つの力，すなわち，思考力の変形に
すぎないからである。すべては意識する心である。
そしてたどり着いた結論は，実体はただ一つしかなく，見られ感じられる有限な世界があると考
えるのは最大の誤りであるということであり，それらの有限な幻想を自己のうちで抹消するため
に，心の白紙状態，タブラ・ラサに向かおうとすることこそが人の知恵，生き方というものであ
るということであった。セバスティアンにとって，人生において，もっとも偉大で思考の最もリ
アルなものは，すなわち万物の真の本質の把握と啓示であった。その実体とはほかならぬone
absolutemind，スピノザの説く神の姿であった。そこで悩むセバスティアンの姿は「アミエル」
の姿とも重なる。
Withalitsgiftsandopportunitiesitwasamelancholylife－melancholywithsome-
thingnotaltogetherexplainedbythesomewhatpessimisticphilosophyexposedinthe
Journal,norbytheconsumptivetendencyofAmiel・sphysicalconstitution,causing
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himfromaveryearlydatetobemuchpreoccupiedwiththeefforttoreconcilehimself
withtheprospectofdeath,andreinforcingthefarfromsanguinetemperamentofone
intelectualyalsoapoitrinaire.（EG 21）
あらゆる才能と好機にもかかわらず，憂愁に閉ざされた人生であった それは『日記』
に開陳されているいくぶん厭世主義的な哲学によっても，あるいはアミエルの体質の肺病が
ちな傾向によっても，決して説明しつくされることのない何かに対する憂愁であった。もっ
とも，そうした体質のせいで，ごく早い時期から死の見通しと和解しようとする努力に大い
に専心するようになり，また，知的にも肺病患者（ポワトリネール）であった人の，多血質
とは程遠い気質がさらに強まりもしたのだが。
purereasonが「知恵のはじめ」とするのは，「世界が一つの思考，あるいは一続きの思考にす
ぎないこと，したがって，それは『精神のなかにのみ存在する』，ということであった。しかし，
旧約聖書「詩篇」（Psalm）では「知恵のはじめ」とは「主を恐れること」である。（Thefearof
theLordisthebeginningofwisdom）スピノザの神はキリスト教的な神とは一線を画し，創
造主としての神ではない。しかし，第27段落で「私たちは神のなかに生き，動き，また存在し
ているのです」（forinhimwelive,andmove,andhaveourbeing）（Acts:1728使徒行伝）
という新約聖書からの引用が，スピノザの『エティカ』第一部定理15の ・Whatsoeveris,isin
God,andwithoutGodnothingcanbe,orbeconceived.・（存在するものはすべて神のなかに
ある。そしていかなるものも神なしには存在しえないし，また考えられることもできない）に類
似する。
Ⅵ
「ペイターには物語，あるいは演劇，あるいは心理的な描写の才能はなかったし，そのことを
自分ではよくわかっていた」とハロルド・ブルームはいう（9）。ペイターの描く主人公たちが無言
でいることが，いわゆる小説，物語とは異なる趣を呈して，主人公たちが精彩を欠いたものとなっ
ていることは，否めない。それがペイターである。ペイターの主人公たちは，ある状況，環境を
与えられ，そのなかで，ペイターは主人公たちに思想を注ぎ込み，その思想をおびて，主人公た
ちは動く。
ブラウニングの詩について，『ルネサンス』のなかの「ヴィンケルマン」に次のような一節が
ある。
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His［Browning・s］poetryispre-eminentlythepoetryofsituations.Thecharacters
themselvesarealwaysofsecondaryimportance;oftentheyarecharactersinthem-
selvesoflittleinterest;theyseemtocometohimbystrangeaccidentsfromtheends
oftheworld.Hisgiftisshownbythewayinwhichheacceptssuchacharacter,and
throwsitintosomesituation,orapprehendsitinsomedelicatepauseoflife,inwhich
foramomentitbecomesideal.（R 214,下線筆者）
ブラウニングの詩はなによりも状況の詩である。登場人物たちはつねに二次的な重要性で
しかない。しばしば彼ら自身はほとんど興味のない人物なのに，奇妙なめぐりあわせで世界
の果てから詩人のもとにやってきたような風に思える。彼の才能は，このような人物を受け
入れ，そしてある状況に投げ込み，あるいは，その人物が一瞬理想とするような人生のある
微妙な休止をとらえる，その方法に示されている。
このくだりはまさに次のように置き換えられよう。「ペイターの『想像の画像』は，なにより
も状況の作品である。登場人物たちはつねに二次的な重要性でしかない。しばしば彼ら自身はほ
とんど興味のない人物なのに，奇妙なめぐりあわせで世界の果てからその作家のもとにやってき
たような風に思える。彼の才能は，このような人物を受け入れ，そしてある状況に投げ込み，あ
るいは，その人物が一瞬理想とするような人生のある微妙な休止をとらえる，その方法に示され
ている」。
ペイターの作品の多くは，すべてportraitといえるもので，『ルネサンス』においても，ある
共通した構造というものがある。『ルネサンス』では，芸術家たちのportraitが，その美学，哲
学とともに，伝記，経歴といったものが，前半部，あるいは後半部に集約されていて，同じ構造
で描かれている。ペイターが，ナショナル・ギャラリーに通い，そこで出会った17世紀オラン
ダの黄金時代の絵画を前にして，その絵画のなかにセバスティアンという画像を埋め込んで，知
性に徹し，生きることに悩める一青年の姿を描いたのが「セバスティアン」であった。身の回り
にある有限なものは，すべて「ひとつの絶対的な精神」，いうなれば，セバスティアンが訴求し
てやまなかったスピノザの神の支配するなかにあり，そして，また，そのセバスティアンが最後
に若くして終焉を迎える姿は，「無限なるもの」を彼の始まりとし終わりとするなら，スピノザ
哲学の使徒であったセバスティアンの自然な帰結といえるかもしれない。
Anditwasinthesavingofthischild,withagreateffort,ascertaincircumstances
seemedtoindicate,thatSebastianhadlosthislife.（IP 114）
そしてセバスティアンが命を失ったのは，非常な努力でこの子供を救うためだったことを，
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ある状況が示しているようだった。
この一節からは，奇妙なことに，セバスティアンの自己犠牲が読み取れるのである。この自己
犠牲こそChristianvirtueそのものであり，理性を追求し，スピノザ哲学に心酔し，スピノザ
の神にとりつかれたセバスティアンのキリスト教に対する揺れる心が垣間見てとれるのである。
ペイターは『ルネサンス』の「ピコ・デッラ・ミランドラ」のなかでこういっている。
Amodernscholaroccupiedbythisproblemmightobservethatalreligionsmaybe
regardedasnaturalproducts;that,atleastintheirorigin,theirgrowth,anddecay,
theyhavecommonlaws,andarenottobeisolatedfromtheothermovementsofthe
humanmindintheperiodsinwhichtheyrespectivelyprevailed;thattheyarisespon-
taneouslyoutofthehumanmind,asexpressionsofthevaryingphasesofitssentiment
concerningtheunseenworld;......Thebasisofthereconciliationofthereligionsofthe
worldwouldthusbetheinexhaustibleactivityandcreativenessofthehumanmind
itself,inwhichalreligionsalikehavetheirroot,andinwhichalalikearereconciled;
justasthefanciesofchildhoodandthethoughtsofoldagemeetandarelaidtorest,
intheexperienceoftheindividual.（R 334）
この問題（古代宗教とキリスト教との融合の問題）に専念しているある現代の学者は，宗
教というものはすべて自然の産物であること，少なくともその起源，成長，衰退に共通の法
則を持ち，各々の宗教がそれぞれ優勢だった時代のほかの精神活動から分離できるものでは
ないことを認めるだろう。宗教は，未知の世界に関する人間感情の種々相の表現として，そ
れを生み出した時代と民衆の観点から判断しなければならないということを認めるだろう。
……世界の諸宗教の融和の基礎は，こうして，人間精神自体の無尽蔵の活動と想像力とに存
することになるだろう。すべての宗教は等しく人間に根差し，人間精神のうちですべてが等
しく融合されるのだから。それはちょうど，幼年期の空想と老年期の思考が，個人の経験の
なかで合流し，安らいでいるのと同じである
ペイターのなかでは，自然を母体とする古代宗教とキリスト教との融合を「セバスティアン・
ファン・ストルク」で企図していたのかもしれない。
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